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5. 晩期潜伏梅毒定量反応
松尾雷太，野原 宏，大隅忠義
千葉刑務所に於て晩期潜伏梅毒 130例を選び， 100
例にペニシリン 1200万単位を， 30例に 300万単位
を(1回 60万，週2回法〉注射し，今日まで約 12ヶ
月血清反応を追求した。その一部は昨年 11月本集
会に発表したが，本;回はその定量反応成績K就て報
告する。‘
術式は緒方法，緒方ガラス板法及びカ{シ法であ
る。
全症例を総括して観察すると，三定量反応すべて
治療前に比し著しい抗体価の減少が認められた。
次に比較的正規に追求し得た 76例に就て，緒方反
応に依る個々の症例の抗体価曲線を吟味すると，そ
の約 50%は治癒，若くは治癒傾向にあると考えら
れ， ~6% は効果なし 23% は動揺を続けているが，
治療傾向は認められない。
温加 竹内 勝
潜伏梅毒の治療は従来から甚だ血清陰転化が困難
なものとされていた。学者により適量の治療を加え
たものは爾後血清陽性なるも心聞がないと言うもの
もあるが，患者はペニシリン治療後長く血清反応が
陽性な時は医師の信用を疑う場合が少くなし、。我教
室では目下千葉刑務所に拘禁中の潜伏梅毒患者に種
々の量のペニシリンを用い，其後の血清反応を見て
し、るが，只今演者の述べた様に定性反応で、は陽性な
ものでも患者が治癒に向っているか，無効なるかを
明らかtこするを得たと信ずる。 
6. サルバルサシ紅皮痘
森田淳之助，平林一郎，岡木昭二
第 1'WU 51才の男子，ペニシリンとサルバルサシ
の併用による駆栴療法を行った所，サルパルサン 18
木目の注射後発熱等反応があり，約 1ヶ月半注射を
中止した後再び注射を試みた所，全身の紅皮症を生
じ，発熱を伴い，全身症状も強く，各種薬剤投与及
び軟膏療法にも拘らず発病後 43日目肺炎を併発し
て死亡した。
第 2例 49才の女子，駆梅療法のためペニシリシ 
20本，サルパルサン 7木注射した所， 7日目より発
熱，全身倦:吉、と共に紅皮症を生じ，コルチゾン 2775
mgACTH 170 mg投与により皮疹の著しい軽快を
み約 2ヶ月後退院した。 
纏加 竹内勝 
サルバパサシは注射回数 3000回につき 1聞は重
篤な副作用一死亡，アグラヌロチトーゼ，重症な皮
疹或は肝炎其他ーが見られる。ペニシリン駆梅法が
枇素剤に比し常用せられる重要な因子は副作用の少
いことと用法が簡便且つ治療期日が短期日短いこと
にある。本例の如く重症な皮疹を見た両，往年は桜
井博士の自家血液療法を行ったが，目下新療法の 
ACTHの効果を見る目的にコルチゾンを行った次
第である。
遺加 桜井得一
サルバノLサン副作用は 7，8回目に多いことは余の
多数の症例に於て経験せらる Lところであった。サ
ルバルサン副作用症には多方面の病形に於ても自家
血液療法が即効あることを注意すべきである。 
7. ..f.尿ダ=症の 1例
宮下降二 
15才の男子， 2月来全身違和感，頭痛を覚え，血
圧 130_. 80 mmHg。検尿せるに軽度の蛋白尿があ
り，沈盗中にダ、ニを発見した。カルパ ミヂン 0.7を4l
日のんでその後 1ヶ年元気に暮している。 
7. ロ.肺 Fibrosisを伴いたあ汎発性輩鹿癌
宮下降二 
29才の女子。 3年前より軽作業時に心倖充進，咳
既設を生ずるようになり， 2年前より寒い時に手足指
先にシピレ感や疹痛を覚えるようになった。 1年前
より頭部，顔部，手脊，足脊，下腹部に淡黒褐色の
色素波着を生じた。
胸部レントゲン写真で、両側肺下 2/3に禰漫性の網
状の影を認め。組織検査で輩皮症と診断した。血液
ワッセルマン(世〉。 
8. 闘康例
山崎 勲(日赤〉 
1) ホルモ/'~こ関するも;類宜官症のテストステ
ロシ，プロピオネ{ト，及びデポの効果，月経疹の 
F ollikelhormon治療，ヘプラ氏紅色枇糠疹の 
Cortisone療法。 
2) 皮膚腫場，頚部軟骨母班，乳情状母班にアポ
グリン腺の出現したもの;鼻孔の Naevusepitheli 
omatosus sebaceus capitis ~，こ担当する組織像の 
小J1竜男，症状血管腫。
3) 肩平紅色苔癖;特異な顔面発疹 (mucocuta-
neus syndrom.様〉等を写真について説明した。
